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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本、韓国、中国に居住する多文化家庭の子育て戦略の特徴を明らかにす
ることであった。調査対象者は、日本在住の日中、日韓カップル、韓国在住の韓日、韓中カップル、中国在住の中日、
中韓カップルとし、「子育て」という一定の枠組みの中で課題を探索するために半構造化インタビューとし、約50人へ
のインタビューを行った。分析は語られた内容を単位にテーマごとに分類し、項目ごとの相互関係や全体像についての
考察を行った。論点の一部を示せば、韓国在住の日本人父親が示す「ムコ意識」、日本人母親による自己実現のための
日本語教育グループ運営、日本語教育の外注化としての日本人学校選択などがあがった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to describe how educational strategy is constructed 
in order to elicit suggestions for the future direction of education in international families with 
children at a lower school age. To do so, we have conducted interviews with Japanese-Korean, 
Japanese-Chinese, and Korean-Chinese couples in Japan, Korea, and China. There were approximately 50 
participants. The main questions addressed the following two areas: language education and school choice. 
The interview transcriptions were analyzed to identify underlying themes across the interviews. The study 
identified several important features. For example, for Japanese in Korea, 1) husbands often adopt a 
behavior-conscious attitude to fit in with their wife's families, 2) The mothers organize language 
education study groups for their own fulfillment 3) Japanese schools are selected as an outsourcing 
option for Japanese language education.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 厚生労働省の人口動態調査（2015）で

は、日本人の全結婚数のうち「夫妻の一方

が外国籍」の割合の推移をみることができ

る。同調査によれば、1985 年の 1.66％か

ら、1990 年に 3.55％、2000 年には 4.7％

を記録し、2006年にピーク（6.11％）を迎

え、データ中最新の 2014 年には 3.28％で

あった。国際結婚は、ここ 20 年ほどのう

ちに日本の結婚形態の一つとして定着した

といってよいだろう。なかでも中国出身者

や韓国出身者との結婚数の割合は高く、両

者を合わせると期間中の国際結婚の半数以

上を占めている。これに伴って日本で子育

てする日中・日韓の国際カップルは急増し

ており、そのうちの多くが言語・文化教育

の観点から子育てに戸惑いを感じている。 

 

(2) 研究の土台は、著者らが中心となって

行った渡辺（2012）『新宿のニューカマー

韓国人のライフヒストリー記録集の作成―

顔の見える地域づくりのための基礎作業』

にある。同研究は、日本社会に生きる 100

人のニューカマー韓国人のライフヒストリ

ーを収集し、アクセスしやすいように編集

した上で、地域社会への還元を念頭に日本

語と韓国語で発信するというものであった。

インタビューでは各人の人生の中で重要で

あった数々の出来事が語られたが、なかで

も子育ての問題は最重要項目の一つであっ

た。これは一般にいわれる「教育熱心な韓

国人」という言説と通じるものではあった

が、韓国人同士の家庭と韓国人と日本人の

「多文化家庭」で異なる子育て上の課題に

直面しているという興味深い事例が一部観

察された。これが本研究の出発点となった。 
 
２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、日本、韓国、中国に

居住する多文化家庭の子育て戦略の特徴を

明らかにすることである。いまだ記憶に新

しい 2012 年の東アジアの政治的葛藤はこ

れらの国際カップルにも大きな衝撃を与え

た。国際結婚の配偶者出身国の上位はまさ

にこの葛藤の相手国であり、多くの家庭で

対応に苦慮したであろうことは容易に推測

できる。これらの家庭の子どもたちは東ア

ジア全体の未来を開く鍵となる事は間違い

ない。このような子どもたちが今どのよう

に育てられようとしているのかを知る事、

また国際結婚カップルの築く多文化家庭の

内実を理解することは、今後の東アジア全

体の安定を模索するためにも重要な意義を

持つだろう。 

 
３．研究の方法 

(1) 本研究の調査法としては、上述の『新

宿のニューカマー韓国人のライフヒストリ

ー記録集の作成』で使用したインタビュー

方法を修正し採用した。具体的には、「子育

て」という一定の枠組みの中で課題を探索

するために半構造化インタビューとし、言

語教育、学校選択、両国の葛藤についての

子どもへの示し方などを軸に 1.5から 3時

間程度語ってもらった。インタビューは録

音の上、文字化し、分析は語られた内容を

単位にテーマごとに分類し、項目ごとの相

互関係や全体像についての考察を行った。 

 
(2) 調査対象者は、日本在住の日中、日韓
カップル、韓国在住の韓日、韓中カップル、
中国在住の中日、中韓カップルとした。ほ
ぼ同時期に行われたインタビューを分析す
ることで、各国の同時代的な状況と各家庭
の戦略の現代的な特徴を探究した。 
 
(3) 共同研究者 5 人がそれぞれの性別や母
語を軸に主担当を決め、主担当を置かない
対象者については、全員で取り組むことと
した。居住地、国籍、性別の組み合わせご
とに 2 人、全 48 人を目標としたが、可能
な組み合わせでは目標にかかわらずインタ
ビューを行った。インタビューの対象者は
共同研究者それぞれの人脈を生かし、スノ
ーボール式で広めていった。 

 
４．研究成果 
(1) 結果としては、全 46人へのインタビュ
ーを行うことができた（表 1）が、すべて
の組み合わせを満たすことはできなかった
（特に中国人男性にかかわる組み合わせ）。
調査開始時から中国人男性と日本人、韓国
人女性との組み合わせの数が統計的に少な
いことはわかっていたものの、期間中に十
分に得られなかったことは残念であった。
しかし、全体としては目標を大きく超えて
収集できた組み合わせもあり、十分な成果
を上げることができたといえるだろう。た
だし、一般に、スノーボールサンプリング
の特徴として、サンプリングの対象者が紹
介者の人間関係を反映しやすい点があげら
れる。本調査でも、著者らの属性を反映し
てか、結果として対象者にはいわゆる中間
層、ミドルクラスの人々が多かった。以下
にその組み合わせを表、および考察によっ
て浮かび上がってきた論点を提示する。 
 

表１インタビュー対象者全体の組み合わせ 



 
(2) 日本人の父親たちにとって子どもの教
育戦略の策定は、子どもの将来に対する投
資的要素や妻の自己実現などが考慮される
ことは言うまでもないが、むしろ自身の仕
事や稼ぎ手としての父親の自己実現が重要
な要素としてある。特に中国・韓国に居住
する父親たちの間では、中国や韓国への好
感と尊重を基礎にした「ムコ」意識がみら
れていた。さらに、父親自身の居住国への
適応経験への自負心が子どもの教育を取り
巻く現状に対する評価の基準として作用し
ていた。しかし、一方でインタビューの中
では、日本で変化する性別役割分担意識に
敏感に反映したような男性の子育て参加に
ついての話題も好ましいものとして多く語
られていた。これは、多文化家庭の父親た
ちの教育観が単に、自らの経験の再生産を
しているわけではなく、新たな言説によっ
て十分に変化する可能性を示しているので
はないだろうか。（渡辺） 
 

(3)調査対象となった韓国に住む日本人母

親たちにとっては、個々人の現在の言語能

力よりも、結婚前に留学の経験があるかど

うかという点により、子どもに対する教育

戦略に関しての具体性が異なっていた。こ

れに関して現時点で言えることは、「留学」

によりアイデンティティの揺れ、つまり、

留学先での「外国人」「留学生」などの社

会的属性、いわば、社会的アイデンティテ

ィを付与された経験を持つ人とそうでない

人との違いが、教育戦略においても異なる

のではないかと推測される。そこでは、子

育てという「新しい経験」にあたっても、

新しい、もしくは、異なる文化の対処の仕

方に慣れているかどうかという点で、個人

の経験値として異なるのではないかと考え

られる。国際結婚において、個人と社会の

関係性をどのように捉え、どのように自分

の位置を見出せるか。これが、国際結婚を

し、さらに親となるというような可変性の

高い場合、子育てにも関わってくるだろう。

（藤田ラウンド） 

 

(4)国際結婚家庭の言語教育と学校選択に

関連しては以下のような知見を得られた。 

まず移住者側は子どもへの自身の言語と文
化の伝授（教育）を相当程度意識していた。
これは移住した側が父親か母親かと関係な
く観察された。次に、家庭内の言語教育の
実践において外注化がみられた。これは特
にソウル日本人学校に子どもを通学させて
いる家庭で観察されたもので一般化には限
界があるが、国際結婚家庭における言語教
育の一つの形態として注目されよう。最後
に、多くの親が子どもの将来について現居
住国や出身国に限定しないグローバルな視
点を持ち得ていた点を指摘したい。移住し
た親の多くは自身の言語や文化を教えるこ
とを「継承」より多様な言語と文化の取得
と捉えていた。ただしこれらの点について
は今回の調査対象がすべて仲介業者を介し
ない恋愛結婚であること、夫婦間でどちら
かの配偶者の言語を習得してコミュニケー
ションに不自由がないこと、さらにいずれ
の家庭も移住した側の母国を年 1、2 度は
訪問できる程度の経済的な余裕があること
などを考慮に入れる必要があるだろう。（宣） 
 

(5) インタビューでは、どのカップルも共

通して父親の不在（子育てに協力しようと

する父親の意思とは別に社会環境が厳しい

部分も多い）を語っていた。そして、婿の

立場であるか、嫁の立場であるか、どこに

居住するかといった事項だけでなく、また

韓国的な家父長制度、儒教、家庭の意思決

定プロセス、性別役割分担なども家族、親

戚との関係性づくりや家族間のコミュニケ

ーションの形、自分の意見の表し方等にお

いて影響を与えていることが見えてきた。

これが時に「夫婦間で文化的に次元の異な

る考えをもっていると感じている」ことに

つながっていることも窺えた。グローバル、

越境する社会とはいえ、人々の認識、特に

結婚という家族の結合についての考え方は

社会の習慣を多く含む部分である。現在、

韓国内における国際結婚が急増するなか、

これらの認識についての学びは欠かせない

課題であり、マジョリティを含む社会にお

ける教育の必要性は切実である。（李） 

 

(6)今回対象となった日本人・韓国人と結婚

した中国人母親たちは、すべて経済的理由

などが主導する「南北間型」国際結婚では

なく、いわゆる人的な交流を発端とする「文

化交流型」国際結婚であった。すでに多く

の実証研究により、このような結婚に至っ

た母親の教育背景、社会ないし家庭での地

位が子育ての態度や方式へ大きな影響を与

えることが明らかになっているが、今回の

居住地 カップル
インタ
ビュー対
象者

実施人数
インタ
ビュー対
象者

実施人数

日本人夫 1 韓国人夫 1

日本 韓国人妻 2 日本人妻 2

日本人夫 2 中国人夫 1

中国人妻 5 日本人妻 0

韓国人夫 3 日本人夫 5

韓国 日本人妻 9 韓国人妻 1

韓国人夫 3 中国人夫 0

中国人妻 2 韓国人妻 0

中国人夫 0 日本人夫 4

中国 日本人妻 2 中国人妻 3

中国人夫 0 韓国人夫 0

韓国人妻 0 中国人妻 0

日韓

日中

韓日

韓中

中日

中韓



研究対象となった中国人母親たちの子育て

への意識にも彼女らの持つ学歴背景、留学

ないし仕事経験がかかわっていた。これら

を踏まえて母親の語りから国際結婚家庭の

教育戦略について、「就学選択」及び「言語

教育」の二つの観点から分析を行った結果、

「生活」と「父親」が子どもの就学選択に

影響を与えていることが確認された。また、

言語教育戦略には「現地意識」、「エスニッ

ク・アイデンティティ維持」、「国際視野」

が働いていること、さらに中国の家族との

関係も言語教育に影響を与えていることな

どがわかった。（裘) 
 

(7)以上、調査の概要を取りまとめ、いくつ

かの論点を示した。あくまで現段階でのま

とめであるが、これらの論点が東アジア三

国の多文化家庭の子育て戦略の課題の考察

や次世代を担う子どもたちの成長を考える

際の一助となれば幸いである。今後は、助

成期間中に得られた情報を精査して、論文

等の形で発表したい。 
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